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【改訂】第 1 版（2009-02-06）
【科目】都市計画特論
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・2 単位
【対象学科・専攻】環境工学専攻・1 年次
【担当教員】

森田 哲夫

【授業目標・教育方針】
近年の都市計画では、地球環境や地域・地区の環境への配慮、高齢者のモビリティの確保、さらには計画策定プロセ
スにおける市民参加などが計画課題となっている。本講義では、「都市計画」で講じた内容を修得していることを前提
に、具体の地域において、計画策定プロセスに沿い、計画を提案する。また、特定地域や施設の計画事例を紹介しな
がら、実社会の都市計画についての理解を深める。

【授業概要】
実際の地域を対象に、グループ作業・ワークショップ形式で計画案を策定する。

【教科書・教材・参考書 等】
教材：プリント

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
（授業形式）講義、グループ作業、ワークショップ形式

【備考】
本科 5 年「都市計画」で学んだ内容を復習しておいてください。

【成績評価方法】
［前期］レポート：100%，その他：レポート評価（課題作成 70％、発表 30％）

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-b) いくつかの工学の基礎的知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察
し，かつ説明・説得する能力

(e) 種々の科学，技術および情報を利用して社会の要求を解決するためのデザイン能力
(f) 日本語による論理的な記述力，口頭発表力，討議等のコミュニケーション能力および国際的に通用するコミュニ
ケーション基礎能力

【授業計画】（授業名：都市計画特論）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 ガイダンス 本講義の目的、進め方
第 2 回 対象地域・テーマ設定 (1) 事例紹介：都心部
第 3 回 対象地域・テーマ設定 (2) 事例紹介：大規模開発地区
第 4 回 問題・課題の把握 (1) 事例紹介：住宅地、地方都市、観光地
第 5 回 問題・課題の把握 (2) 事例紹介：道路・街路
第 6 回 問題・課題の把握 (3) 事例紹介：交通結節点
第 7 回 計画案の作成 (1) 事例紹介：市民参加・PI

第 8 回 計画案の作成 (2) 事例紹介：地域発案
第 9 回 計画案の作成 (3)

第 10 回 計画案の作成 (4)

第 11 回 計画案の作成 (5)

第 12 回 プレゼンテーション準備 (1)

第 13 回 プレゼンテーション準備 (2)

第 14 回 プレゼンテーション準備 (3)

第 15 回 全体のまとめ 課題発表
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